
 
 

一、過信を去る        
災害が起こってもなんとかなるだろうという他人まかせの甘い心を捨て去る 

 

二、コスト意識を持つ      
下水道事業は公営企業であることを認識し、常にコスト意識を持って、職員が

一丸となり安定経営を目指す 

 

三、将来を描く         
市民目線に立った安全・安心な下水道を目標とし、長期的視点を持って、努力

する 

 

四、施設を知る         
地震が起きても緊急対応が行えるよう、福井市の下水道施設の機能・仕組みの

勉強にはげむ 

 

五、和に勉める         
下水道部は各所属が密接に関係するため、常に職員が協調して日常業務を行う 
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